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始めに

本稿は，ヴェトナムのトアティン－フエ省
（Thù’a Thiên Huế）における，高地交易に関す
る調査の結果をまとめたものである。調査はも
ともと，海洋交易王国としてヴェトナム中部に
栄えたチャンパ（２－19世紀）の経済システム
を再現しようという試みから始まった。チャン
パは東南アジアで早くからヒンドゥー教を受容
した国で，中東，インド，東南アジアと中国を
結ぶ海のシルクロードの中継地として，伽羅な
どの良質の香木を産することで知られていた。
チャンパの重要な交易品はほとんどが高地から
もたらされたもので，そこは，チャンパの主要
民族であるチャムとは異なる民族が住む地域で
あった。チャンパでは高地からの交易品がどの
ようにして平野の港に集められていたのか，誰
がどうやって，どのようなルートで交易品を平
地に運んでいたのか，そのような疑問を解明す
べくこの調査は計画された。
過去のチャンパの高地交易を再現するために

私達調査チームが注目したのは，最近まで行わ
れていたヴェトナム中部地方における高地交易
であった。中部高地に住むカトゥ（Katu），タ
オイ（Ta Oi）などの少数民族は，交易のため
に川づたいに平野に下りてきていた。彼らの交
易ルートや品物を交換する市場周辺からは，
チャンパの遺跡や遺物が見つかっている。近年
まで続いてきたヴェトナム中部の高地交易は，
チャンパ時代の高地交易をそのベースにしてい
るという仮定のもと，私達は近年まで行われて

いた高地交易を調査することによって，チャン
パの高地交易を再現しようと試みた。
調査を始めるにあたり，私達はベネット・ブ
ロンソン（Bennet Bronson）の河川交易シス
テム（riverine system）を参考にした。ブロ
ンソンのモデルによれば，河川の上流，高地山
岳地帯で収穫された交易品は，川沿いに存在す
る市場に集められ，そこから下流の主要な交易
港に運ばれた後，海洋交易によって他の地域に
運ばれる（Bronson 1997）。私達が最初に調査
地として選んだヴェトナム中部のクアンナム省
（Quảng Nam）とトアティン－フエ省では，高
地交易はブロンソンのモデルと同様，地域の主
要河川沿いに行われていた。クアンナム省で
は，トゥボン川（Thu Bồn）とブゥザ川（Vu 
Gia）沿いの市場で，高地交易に従事した人た
ちに聞き取り調査を行った。トアティン－フエ
省では，フエ市（Huế）を流れるフォン河（Hu’
o’ng）の支流沿いの市場で聞き取り調査を行
い，同時に高地のアルイ地区（A Lu’ó’i）で高
地交易を行っていた少数民族，タオイ（Ta 
Oi）やパコー（Pacoh）の人達に聞き取り調査
を行った。
本稿は，私が継続して参加している，トア
ティン－フエ省での調査をまとめた調査の中間
報告である。これまでの調査で見えてきたこと
は，ブロンソンの河川交易モデルは，下流にい
る人たちの視点に立ったものだということであ
る。更に，高地の少数民族に対する「未開で，
遅滞しており，食料を探してさ迷い歩く貧しい
人たち」という典型的なイメージとは異なる，
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複数の言語を話し，ダイナミックで，起業家精
神に富んだ高地少数民族の姿も解ってきた。

トアン市場のキン族と高地交易

最初の調査地となったトアン市場（Chọ’Tuần）
は，フエ市から西へ約７Kmの，フォン河の支
流フウチャック川（Song Hũ’u Trạch）と，タ
チャック川（Song Tả Trạch）が合流する地点に
ある（写真１，２）。トアン市場には，バンクー
寺（憑居寺 Chù’a Bắng Củ）という阿弥陀仏を
祀る小さな寺がある。現在ある寺は，村人たち
によって1930年代に建立されたものだが，調査
グループの考古学者は，この寺の起源はチャン
パ時代のもので，チャンパの遺跡の上に建てら
れたのではないかと推測している。
この地域のキン族（Kinh，ヴェトナムの主

要民族，ヴェト族）は，田畑にできる土地が少
なく度々洪水の被害に見舞われ，川での漁業も
振るわないため，ブオン・トゥング（buôn 

thu’ọ’ng）と言われる高地少数民族との交易を
行ってきた。
高地交易はもともと貨幣を使わない物々交換
であった。高地からトアン市場にもたらされた
交易品は，蜂蜜，蜜蠟，唐辛子，キノコ，漁業
用の網を作るために繊維を取るガイ（gai）と
いう木（写真３），樹皮（vot），香木等。それ
に対して，トアン市場やもっと下流にあるフエ
市の市場から高地にもたらされる交易品は塩，
儀礼用のドラム，甕，衣類などであった。
トアン市場のキン族の交易活動には，高地か
らやってくる少数民族と交易する方法，トアン
市場から高地に行って，高地で少数民族から必
要な品物を集めてくる方法という二つがあっ
た。平地で高地少数民族が交易品を持ってやっ
てくるのを待っているか，必要に応じて高地に
行って交易するかは，交易活動を行う人の言語
能力によるものではないかと推測される。例え
ば，トアン市場で高地交易をしていたファム・
ティ・ナムさん（女性）（Phạm Thị Nam）は少
数民族の言葉を話せず，高地からトアン市場に
やってくる少数民族と交易を行っていた。それ
に対して，少数民族の言葉が話せたヴォ・スア
ン・ニョーさん（男性）（Võ Xuận Nhỏ）は高
地に行ってしばらく滞在し，村々を回って必要
な品物を集めてトアン市場に運ぶという方法を
とっていた。ニョーさんは高地で集めた交易品
を，少数民族の人達のコミュニティ・ハウスに
保管してもらい，トアン市場に帰る時は，雇っ
た少数民族の人達に交易品を運搬してもらって
いた（１）。
この二種類の交易活動に共通してみられる特
徴は，交易相手が「顔見知り」であることだ。
ナムさんは交易のためにやってくる少数民族と
親子のような関係を結び，自分の家に彼らを泊
めて，食事の世話などをしていた。ナムさんと
交易した少数民族の人達は，トアン市場ではナ

写真１． がトアン市場の位置 （グーグル衛星マッ
プから転写）

写真２． トアン市場，2014年（チャン・キ・フー
ン（Trần Kỳ Phu’o’ng）撮影）
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ムさん以外の人とは交易をせず，ナムさんの所
で手に入らないドラムや甕等は，ナムさんが紹
介した中国人の商人から入手していた。また，
彼らの依頼を受けて，ナムさんがフエの市場ま
で行って，必要な品物を入手してくるというこ
ともあった。このような交易関係は一世代だけ
でなく，次の世代にも受け継がれていた。例え
ば，前述のニョーさんの場合，ニョーさんにつ
いて高地に行っていた娘が少数民族の言葉を覚
え，父の死後も父の高地での交易相手と交易を
継続していた。
高地からの交易品の最終集積地は，フエの市

場である。トアン市場にフエの市場から商人が
やってきて，高地からの交易品を買っていくこ
ともあった。フエ市には中華系の人々によるバ
オヴィン（Bao Vinh）という市場があり，船
を使ってヴェトナムの他の地域に商品を送って
いた。かつてはこのような港から，高地の品物
が国外へと送り出されていたのであろう。 
ヴェトナムの二つの戦争は，トアン市場の高

地交易に大きな影響を及ぼした。抗仏戦争時
（1945-1954），高地との行き来は困難になり，
トアン市場の人達の中には戦火を逃れて一時的
に高地に避難する人たちもあった。銀細工師の
ドアン・ソーさん（Đoan Xó）はそういった避
難民の一人で，抗仏戦争時代，高地のアルイ地

区に移り住んでいた。アルイに住む少数民族の
パコー族（Pacoh）は，銀の装飾品を大切にす
る。結婚の時には銀の首飾りや耳飾りが花嫁に
送られる。彼らがタバコを吸うときに使うパイ
プにも，銀の装飾が施されている。銀細工がで
き，銀の装飾をパイプ等に施すことができる
ソーさんは，アルイの少数民族の間で有名にな
り，1954年以降にトアン市場に戻った後も，パ
コー族の人達がやって来て，ソーさんにパイプ
の装飾などを依頼していた。ソーさんは銀細工
の傍ら，瑪瑙やビーズをフエで買い，アルイ地
区に持って行って売ることもしていた。1960年
以降になるとヴェトナム戦争の影響で，高地の
少数民族は平野に下りてくることができなくな
る。顧客を失ったソーさんは，自転車の修理で
生計を立てるようになった。1975年以降，少数
民族が再び平野に下りてこられるようになる
と，ソーさんは銀細工の仕事を再開した。少数
民族の顧客の減少により銀細工では生計が立た
ず，稼業を変えなければならなくなったこと
は，少数民族との商業活動が副次的なものでは
なく，主要なものだったということを意味して
いる。アルイ地区はヴェトナム戦争時，共産党
軍の勢力圏にあり，多くの少数民族が共産党側
について働いていた。戦後の共産党政権下，
ソーさんとその家族は，アルイの少数民族に
よってしばしば助けられ守られたという。
調査グループの一人が，同様の話をクアンナ
ム省で聞いている。バック・デー（bấc đe）と
呼ばれた人の話で，彼は戦時中，南ヴェトナム
の警察官として高地で働く傍ら，少数民族の人
達と交易を行っていた。ところが戦後，バッ
ク・デーは南ヴェトナム政府の役人だったとい
うことで，共産党政権によって再教育キャンプ
に送られてしまう。これに対して，戦時中共産
党の側について戦った少数民族の人達が「バッ
ク・デーがいなければ交易ができず，必要なも
のが手に入らない」と抗議し，彼の釈放を要求
した。結局バック・デーは，20日間再教育キャ
ンプにいただけで許された。これらのエピソー

写真３． ガイの木，アルイに住むタオイ族は交易
のためにこの木を植えて育てていた（チャ
ン・キ・フーン撮影）。
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ドは高地交易が中部ヴェトナムでは主要かつ必
須な経済活動の一つであったことを示唆してい
る。

アルイ地区（A Lu’ó’i）のタオイ，パコー族と
交易

アルイ地区は1975年以降に開かれた新しい高
地の地区で，フエから西に70km，海抜700メー
トルぐらいの山を一つ越えた所にある（写真
４）。この地域はゴムのプランテーションに向
いていなかったため，フランス人が入って来

ず，戦時中は共産党の影響下にあった。ここに
住む少数民族の90％は共産党側について戦った
人達だという。
聞き取りをしたタオイ族（Ta Oi）のホー・

タイン・ソアさん（Hồ Thanh Xoa）はアルイ
地区の祖国戦線（２）の長を務めた人だ（写真５）。
ソアさんは，1960年代ゴー・ディム・ジエム

（Ngô Đình Diệm）が南ヴェトナムの大統領だっ
た時代に他のタオイ族の人達と，ビン・ディエ
ン（Binh Điền）で南ヴェトナム軍によって拘
束された時の話をしてくれた。ソアさん達は平
野に下りていく途中で，政府軍に止められ拘束
される。彼らが収容されているキャンプにジエ
ム大統領が来て，ヘリコプターが離着陸できる
ヘリポートと，道路をアルイ地区に建設すると
いう約束をしたのでソアさん達はアルイに戻っ
た。戻ってみると共産党軍がおり，タオイ族の
コミュニティ全体が山奥に避難することになっ
た。この時，北ヴェトナム政府が，食べ物やそ
の他の必需品を飛行機から落として行ってくれ
ていたのだそうだ。ソアさん達はエアドロップ
される塩や食べ物を，「ホー・チ・ミンからの
贈り物」（３）と呼んだという。
トアン市場での聞き取り調査で，複数の人が

「高地少数民族は金持ちだった」と話している。
1975年に南北に共通の通貨ができたとき，北
ヴェトナムの通貨は南ヴェトナムの通貨よりも
高い割合で統一通貨と交換されたのだそうだ。
共産党側についた高地の少数民族は北ヴェトナ
ムのピアストラで賃金等を支払われていたの
で，沢山のお金を持っていたということらし
い。
ソアさんの家にはホー・チ・ミンの漆絵が壁
に掛けられ，その傍らにはマルクスとレーニン
のツーショットの複合写真が飾られていた。
ホー・チ・ミンの漆絵の下の祭壇には，死んだ
祖先を祀るようにヴォー・グエン・ザップ将軍
（Võ Nguyeôn Giáp（４））とグエン・チー・タイン
将軍（Nguyễn Chí Than）（５）の写真が飾られてい
た。この二人はソアさんにとって偉大な英雄な

写真４． フエからアルイに向かう道と道に沿って
流れる川（中村理恵撮影）

写真５． ホー・タイン・ソアさん（中村理恵撮影）
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のである（写真６）。ソアさんは戸棚の中から
大事そうにレ・ズアン（Lê Duần）（６）の写真の切
り抜きを出してきて，これを引き延ばして祭壇
に祀る写真にしたいと話していた。彼の共産党
への忠誠心は今も変わらないもののようである。
アルイに住んでいる主な少数民族はモン・ク

メール語族（Mon ‒Khmer）に属すタオイ族と
パコー族（Pacoh）である。ヴェトナムの民族
分類によるとパコー族はタオイ族のサブグルー
プと分類されていて，パコー民族としては認め
られていない。しかし実際には，タオイ族とパ
コー族の間には，明確な民族の境界がありお互
いを異なる民族とみなし区別している。
アルイ地区のパコー族とタオイ族の間で交易

に従事していたのは，一つの村でだいたい５～
６の家族であった。交易活動でタオイ族の間で
名の知られていたクイン・ホアンさん（Quynh 
Hoang）（写真７）は，彼の父親も交易活動に
従事しており，聞き取り調査をしたパコー族の
ホー・タイン・フィエンさん（Hồ Thanh Phiên）

も父親が交易活動を行っていたと話しており，
交易活動は個人の才覚にもよるが，代々受け継
がれる稼業のようである。交易活動をする人
は，他の人に依頼されて必要なものを入手しに
行くこともあり，こういう時，依頼主が交易に
行っている人の畑を代わりに耕す，パイ・ラッ
プ・チャング（Pây Lap Chàng）という制度が
あった。
ホアンさんはヴェトナム戦争中，共産党軍に
加わり砲撃隊に所属し，ラオスで訓練を受けて
いた。共産党軍に参加していた1955（または
1957年）から1975年までは，交易活動は中止し
ていた。共産党に参加する以前，彼は交易を専
業としていて，村の中でも比較的裕福だったそ
うだ。戦後も交易を続けたが，どちらかという
と副業的なものに変わったという。
交易活動に従事できる人は，他の民族の言語
が話せなければならない。ホアンさんの場合，
彼はヴェトナム語，母語のタオイ語，ラオス語
が話せる。ホアンさんは頻繁にラオスに交易に
行っていたが，ラオス側に住む同族のタオイ族
を介して平地のラオ族と交易するのではなく，
ラオス語ができるホアンさん自身が平地まで
行って，直接ラオ族と交易していた。パコー族
のフィエンさん（写真８）もラオス語ができ，
ラオスに交易に行っていた。彼はバヒ族（Bahi）
とも交易を行っていた。バヒ族はタオイ族のサ

写真６．ソアさんの家の祭壇（中村理恵撮影）

写真７． クイン・ホアンさんと奥さんのトゥエッ
トさん（Tuyet）（チャン・キ・フーン撮影）
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ブグループと定義されており，彼らの居住区域
はタオイ族とパコー族より低く，高地と平野の
中間地点に居住している。フィエンさんによる
と，パコー語とバヒ語は類似しているので，お
互いが自分の言語で話しても解りあえるという
ことであった。フィエンさんは蜂蜜やビンロウ
等と交換に，バヒ族から塩や儀礼用のドラム等
を入手していたという。これに対してタオイ族
のホアンさんはバヒ族とは交易していなかっ
た。それは彼らが「不誠実で公平な交換ができ
ない」からだそうだ。
交易人にとって，最も重要な交易相手はタオ

イ語でカラー（Calor）と呼ばれる，信頼のお
ける親族と同じような親しい間柄になった人で
ある。ホアンさんのフエでのカラーは，トアン
市場のナムさんである。ラオス語ではカラーの

ことをセオ（Seo）といい，ホアンさんはラオ
スのサラヴァン（Salavan）にもラオ人のカラー／
セオがいたという。フィエンさんには珍しいこ
とにカトゥ族（Katu）のカラーがいた。カトゥ
族はモン・クメール語族に属す民族で，アルイ
地区が位置するトアティン－フエ省の隣，クア
ンナム・ダナン省に住んでいる。カトゥ族は
「血の復讐」という生贄の慣習があるために他
の民族から恐れられている。フィエンさんもカ
トゥ族のカラーと一緒に行動するときは，食事
等に非常に気を付けていたと話していた。
アルイ地区の少数民族の交易範囲は広く，ホ
アンさんはフエ，ダナン（７）（Đà Nẵng），ラオス
のアタプー（Attapu）パクセー（Pakse）にま
で行って交易をしていた。1940年代に，トアン
市場のカラーであるナムさんを連れてラオスに
７日間ほど行ったことがあると言う。ナムさん
はラオスで沢山のラタンを買い付けて戻ってき
たのだそうだ。タオイ族やパコー族の人達が交
易品としてラオスで入手していたのは，織物，
象，水牛，甕。また，大家族の食糧を調達する
ためにフィエンさんは，1990年までラオスとの
国境沿いで，米などの食糧品を，鉄製品，塩，
味の素などと交換していたという。ラオスで入
手する織物は，木綿の糸で織られた厚手の織物
で，男性が儀礼や儀式のときに着る礼服用でパ
コン（Pakhon）と呼ばれる。約1.2ｍのパコン
を牛一頭と交換したというから高価な織物であ
る。象は主に仏領時代に使われていた銀貨で
買っていたという。前述のソアさんは，アルイ
にはかつて象が５頭いたことを覚えていた。ラ
オスから持ってこられた甕はラオスで生産され
ており，ソアさんによると，ラオスとカンボジ
アの国境近くのアタプ─周辺で生産されている
ということであった。
ホアンさんの弟のクイン・ヒエンさん（Quynh 

Hiền）によると，ラオスでは労働力が常に不足
していて，アルイからラオスに出稼ぎに行くこ
とがよくあったという。賃金はラオスのお金で
支払われたそうだが，ヴェトナム側から大勢で

写真８． ホー・タイン・フィエンさん（グエン・フッ
ク・バオ・ダン（Nguyễn Phu’ó’c Bảo Đàn）
撮影）
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働きに行ったときには，水牛や牛で支払われて
いた。ただ，家畜による報酬の基準が聞く人に
より異なり，ある人は，水牛を一頭もらうのに
２週間働いたといい，別の人は１か月働いたと
いい，また別の人は１年間働いたというよう
に，かなりの差があり不明な点が多い。
交易に従事するためには複数の言語が操れる

ということの他に，品物の良し悪しを見分けら
れる「目利き」であることも求められる。何処
で何を入手するかは，どれぐらいの「質」のも
のを探しているかによる。ホアンさんは，フエ
のトアン市場に頻繁に交易のために行っていた
が，儀式用のドラムを入手するためにわざわざ
隣の省のダナン市まで行っている。ダナンで作
られるドラムの方が，フエで作られるドラムよ
りも音色が良いからだというのがその理由であ
る（８）。また，彼のカラーであるトアン市場のナ
ムさんは，甕の良し悪しの目利きができなかっ
たので，甕を入手する時は，フエのドンバー市
場（Chọ’ Đông Ba）の近くに住んでいた中華系
のコアさん（Khoa）（９）という男性の所に行って
買っていた。
当初，高地交易において高地からは平野にも

たらされるものは，香木など高地の森林から
「採集されるもの」という認識があったのだが，
実際，高地でどのようにして交易品が集められ
ているかを調べると，それが採集されるものば
かりではないことが解ってきた。例えば，ソア
さんは，タオイ族の人の中には，前述の漁業用
の網を作るための繊維を取るヤイという木を沢
山栽培し，それを大量に象に積んで平地に持っ
て行き売っていた人達がいたという話をしてく
れた。タバコの葉を栽培してトアン市場に持っ
て行っていた人たちもいたという。またホアン
さんは，香木が平地で珍重されていることを知
り，村で香木を買い集めて平地に持って行き
売っていたという。私達の調査グループの一人
は，クアンガイ省（Quảng Ngãi）やクアンナム
省でもこれと類似した話を聞いたという。クア
ンガイ省のコー族（Kho）はシナモンを栽培し，

彼らがシナモンを独占的に交易品として扱って
いたのだという。高地少数民族による交易品
（商業作物）の栽培は，彼らが，「食べる物を耕
す」だけではないということを示している。

終わりに

これまでの調査を通して解ってきたことは，
ブロンソンのモデルが，高地で集められた交易
品が，高地から川沿いに点在する中間集積地に
集められ，そこから更に下流の港に送られて海
外に送り出されるというように，高地交易を
「平野からの視点」で捉えているということだ。
平野に住むキン族が高地に交易品を求めって
やってくるという例はあるが，多くの場合，平
野で交易に携わる人達は，高地からの交易品が
来るのを待っており，また彼らの交易は，一本
の主要な河川沿いのマーケットで行われる。こ
れに対して，高地の少数民族は複数の選択肢を
持っている。彼らは単一河川沿いのマーケット
での交易だけにとどまらず，異なる河川システ
ムへも移動して交易を行う。タオイ族やパコー
族の場合，国境を越えてラオスに入り，ラオス
の河川システムを利用して交易を行っている。
高地の少数民族は，何を求めているかによっ
て，交易相手と交易場所を取捨選択している。
例えば，ラオスでも塩を作っており，塩はラオ
スに行っても手に入る。しかし彼らはヴェトナ
ム側のトアン市場まで行って塩を入手する。そ
れは，ヴェトナム産の海水から作られる塩の方
が，ラオス産の岩塩よりも「おいしい」からだ。
タオイ族は織物をするのに，男性の儀礼用の服
の布をわざわざラオスに行って入手するのは，
ラオスで織られた布の方が「美しく良質だ」か
らである。ホアンさんがダナン市までドラムを
買いに行ったのは，クアンナム省で作られるド
ラムの方が，トアティン－フエ省で作られるド
ラムよりも「音色がいい」からである。このよ
うに，彼らは交易品の質によってどこに行って
交易するかを決めており，決して一つの河川シ
ステムだけを頼って交易をしているのではな
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かった。高地にいる彼らの方が，平野で交易品
が来るのを待っているキン族よりも，交易地と
交易品の選択肢を持っているというもできる。
高地少数民族というと「未開で，後進的，焼

畑農業によって自給生活をする，常に飢えと隣
り合わせの貧しい人々」というイメージで描か
れ語られることが多いが，この調査を通して，
そのイメージは全くの誤りであるということが
解ってきた。彼らは複数の言語を操り，異なる
文化グループと交渉し，市場の需要に応じて商
業作物を栽培する，起業性に富んだダイナミッ
クな人達である。調査を通して見えてきた高地
少数民族の新たなイメージは，ジェームス・ス
コット（James Scott）が説明するゾミア
（Zomia）の人達と相通ずるものがある。ゾミ
アとはヴェトナムの中央高地から，カンボジ
ア，ラオス，タイ，ミャンマー（ビルマ），中
国南部，北インドまでの海抜300ｍ 以上の高地
を総称して，ウイレム・ヴァン ･シェンデル
（Willem van Schendel）が付けた名前である 
（Schendel 2002）。スコットは，ゾミアの人達
は完全に国家に統合されなかった人達だと説明
している。彼らは中央政府による統制を嫌い，
数世紀にわたり徴兵，納税，賦役などから逃れ
てきた人たちだったのである。ヴェトナムの高
地少数民族の「後進的で困窮している」という
イメージは政府による民族統合のための「文明
化政策」の失敗の結果であると言えるのかもし
れない。
オスカー・セラミンク（Oscar Salemink）

はヴェトナムに民族誌やヒストリオグラフィー
において「高地からの視点」（a view from the 
mountains）が欠如していると指摘している
（Salemink 2011：48）。私達調査チームは，現
在の調査を継続し，高地の少数民族から見た高
地交易（彼らから見れば低地交易）の実態をさ
らに明らかにすることによって，今まで信じら
れてきた「発展のお荷物」というような高地少
数民族のイメージを払拭したいと考えている。

注記
⑴　ラムドン省（Lâm Đồng）で高地交易につ
いて調査した本多守氏によると1940年から
1945年，あるいは1954年から1965年の間に高
地から平地に交易品を求めて下りていくとい
う状況が逆転し，平地から商人が高地に品物
を売りに行っていたという。
⑵　傘下に労働総同盟，農民会，ホーチミン共
産青年団，婦女連合，退役軍人会などを持つ
政治団体。人民の権利を擁護し，国家機関を
監視する。国会への法案提出権がある。
⑶　アルイ地区の少数民族は，ホー・チ・ミン
と同じ，ホー（Hồ）という姓を持った人が
多いようである。
⑷　ヴェトナム人民軍の創始者，ホー・チ・ミ
ンの側近。1954年の有名なディエンビエン
フー（Điện Biên Phủ）の戦いでフランス軍に
勝利し，抗仏戦争を終結させた。
⑸　北ヴェトナム軍の大将。南部での共産党軍
の活動を統括した。
⑹　南北統一後の共産党書記長（1976～1986）。
社会主義建設を指導，社会主義的大規模生産
に転換しようとした。
⑺　ホアンさんは，タオイ族の人10名ぐらいを
連れてダナンに行った話をしてくれた。その
時は，汽車に乗ってダナンに行き，車で帰っ
てきたそうだ。
⑻　ホアンさんは，角笛や竹を合わせて作った
笛の名手でもある。
⑼　ホアンさんにとって，コアさんは，カラー
ではなかったようで，彼の家に宿泊したり食
事の世話をしてもらったことはなかったよう
である。1979年に中越戦争が勃発した際，中
華系のヴェトナム人は国外追放の憂き目にあ
い，コアさんもヴェトナム国内にはいられな
くなった。ホアンさんは，自分がたまたまフ
エに行ってコアさんの家に挨拶に寄った時，
コアさんが調度国外退去の準備をしていると
ころで，それがコアさんに会った最後になっ
たという話をしてくれた。
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